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	1. AI×現場力が創る設備管理革新
	近年の設備管理は、AIやデジタル技術の進展により、設備の監視・診断・保全計画立案・意思決定の高度化が急速に進んでいます。一方で、設備の状態変化を捉える現場の知見や経験は依然として重要であり、AIだけで設備管理が成り立つわけではありません。これからの設備管理には、AI・IoT・データ解析などの先進技術と、現場で培われた設備保全の知識・技能・経験を融合させることが求められます。
	本テーマでは、AIやデジタル技術を活用した予兆保全、異常診断、設備データ活用の事例に加え、現場力との融合による業務革新、生産性向上、設備信頼性向上に関する取り組みを広く募集します。
	2. サステナブルな設備管理（人づくり・体制づくり・保全技術）
	設備管理を取り巻く環境は、労働力不足、技能伝承、脱炭素化対応、設備の高経年化など、多くの課題に直面しています。こうした状況の中で、設備の安定稼働を将来にわたり維持するためには、人財育成、組織体制、保全技術を継続的に進化させることが重要です。
	本テーマでは、設備管理人財の育成や技能伝承、設備管理組織の改善・強化、多様な人財が活躍できる職場づくり、保全技術の高度化、省エネルギー・環境対応など、持続可能な設備管理の実現に向けた取り組みを募集します。
	3. 次の世代に選ばれる設備管理エンジニアとは
	設備管理エンジニアには、従来の保全技術に加え、デジタル技術への対応力、改善力、コミュニケーション力、マネジメント力など、より幅広い能力が求められるようになっています。また、若手人財から魅力ある職種として選ばれ続けるためには、設備管理の価値や将来性を明確に示していくことが重要です。
	本テーマでは、設備管理エンジニアの役割変化やキャリア形成、人財確保・定着、技能・知識の高度化、エンゲージメント向上、人と技術が共に成長する組織づくりなどを通じて、これからの設備管理エンジニアのあるべき姿や新たな価値創造に関する発表を募集します。
	1. 設備管理に使われる DX・AI（デジタル活用の基盤）
	→ DX、IoT、AI（生成AI、フィジカルAI）、ビッグデータ解析、画像解析、音響・振動解析、3Dマップ、ロボット、ドローン、遠隔監視、見える化、過去資料のデジタル利活用、AIを活用した予兆診断・保全計画最適化・技能伝承支援、AIによる異常検知・設備更新判断
	2. 進化する設備管理・保全技術（現場技術の深化）
	→ 設備点検・診断技術、電装点検・診断技術、劣化評価、故障解析、改良保全、MP設計、延命化技術、メンテナンスフリー設計、初心者向け診断ツール、電動化設備の保全技術、smart保全、AI・IoTを活用した予兆保全、デジタルツインを活用した設備診断
	3. 設備管理におけるマネジメント（体制・仕組み・経営）
	→ 設備管理体制の構築、人財不足下における設備管理体制づくり、自主保全との連携、設計・生産技術部門との連携、保全経営・MOSMS、保全計画の策定と運用、保全予算、予備品管理、保全データ活用、設備更新判断、生まれの良い設備（設計段階で保全性・保全情報を織り込む取り組み）、企業間の設備管理共同体制づくり、AIによるリスク評価、アセットマネジメント高度化、少人数保全体制のDX化、保全員のエンゲージメント向上、人財採用・定着、適材適所を実現する人財配置
	4. 人財育成・技能伝承（エンジニア価値向上）
	→ 人財育成体系化の構築、リスキリング、人財確保、キャリアアップ、短期育成、グローバル人財育成、保全教育・訓練、技能の見える化、XR（VR/AR）活用、指導者育成、設備管理エンジニアのステータス向上、コンピテンシー管理とAI活用、AIを活用した技能伝承支援、若手育成高速化、暗黙知のデジタル化
	5. カーボンニュートラルと設備管理（環境・効率・延命）
	→ エネルギーモニタリング、ロスの見える化・最適化、設備安定化・延命化、設備効率化、小型化、電装化、省エネ、リデュース・リユース・リサイクル、AIを活用した省エネ最適化・設備効率化のデータ解析
	6. モノづくり環境変化に対応する TPM 活動（全員参加の改善）
	→ TPM優秀賞企業の事例、TPM体制再構築、全社・グローバル展開、少人数TPM、サプライヤー展開、DX・AIを活用したTPM高度化
	7. その他（設備管理と隣接する領域）
	→ 生産リードタイム短縮、サプライチェーンマネジメント、ダイバーシティ化、グローバル化、国内回帰、安全技術、良品条件設定と維持、物流最適化、改善技術、からくり改善、資産管理・アセットマネジメント、BCP対応、情報セキュリティ、設備リスクの可視化、AIを活用した生産最適化、安全管理、AIによる品質異常検知
	→ “発表お申込み”よりお申込みをお願いします

